
                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.経 過 ２.将来整備イメージ図 

３.主な施設の整備状況・スケジュール

 
市民館・区役所整備 

前期（平成２６～２９年度） 後期（平成３０～３３年度）

スポーツ・文化複合施設

●PFI事業　事業者募
集・選定

市民館・区役所

●整備検討

北側再編施設
 （駐車場、テニスコート、
  相撲場、児童プール）

●整備検討

長方形競技場

●南側スタンド(仮称ﾒｲﾝ
ｽﾀﾝﾄﾞ)（完成予定）
●北側スタンド(仮称ﾊﾞｯ
ｸｽﾀﾝﾄﾞ)工事

川崎競輪場

●西側施設・新選手管
理棟等(完成予定)
●メインスタンド耐震工
事等

整備推進期間（概ね８か年）
整備等項目 平成２５年度

 

第１段階整備(ｺﾝﾊﾟｸﾄ化･既存ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ耐震化) 

＜平成２８年度目途＞  

 

平成 26年度

完成 

将来のコンパクト化の検討 

（まちづくりの視点や長期的展望を視野に入れ、将来の競

輪場のあり方を継続的に検討） 

第２段階整備の検討 
（競技需要等を踏まえて、整備時期・規模等を総合的に判断） 

 
整備に向けた取組の推進 

（計画策定・地域協議・設計等） 

 
北側再編施設整備

 

スポーツ・文化複合施設整備 
29 年度 10 月供用開始（予定） 

【現況図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 富士見周辺地区整備基本計画                   

平成 20(2008)年 3月策定 

富士見周辺地区には、富士見公園を中心に様々な市民利用施設が集積し

ており、市民の憩いの場やスポーツ・文化・レクリエーション活動の拠点となっ

ていますが、公園本来の緑地や広場が少ないことや市民利用施設の老朽化

への対応などが課題となっていることから、これらの課題を解決するための基

本的な整備方針を定めるものとして策定した。 

整備目標① 富士見公園の再生 

公園本来の機能である緑地や広場の確保に努め、都心における総合公

園にふさわしい都市公園としての機能回復を図る。 

整備目標② スポーツ・文化・レクリエーション活動の拠点機能の強化 

市民利用施設については、市民の利便性の向上や安全性の確保に努め

るとともに、都心にふさわしいスポーツ・文化・レクリエーション活動

の拠点機能の強化を図る。 

（２） 富士見周辺地区整備実施計画                   

平成 23(2011)年 3月策定 

 ｢川崎再生フロンティアプラン第３期実行計画｣の策定との調整を行いながら、

公園・各施設の段階的な整備の推進に向け、公園区域全体の整備の進め方、

各施設の整備方針、整備手順などを取りまとめ、概ね 10 年程度の整備スケジュ

ールを示し、再編整備を行うことを目指すものとして策定した。 

陳情第１１６号 富士見周辺地区整備計画に伴うテニスコートの新設を求める陳情 

● 富士見周辺地区整備計画の概要 

資 料

北側再編施設 整備イメージ拡大図
●現況図 

●整備イメージ 

児童プール

北側広場
 
 この部分について
は、最終的には広場と
なるが、北側再編施設
整備着手までの間は
現状どおりテニスコ
ートとして使用する。
 
注）広場の大きさは、テ
ニスコート２面程度の範
囲を想定しているが、北
側再編施設の全体的な配
置調整の中で確保可能な
大きさを調整する。 

スポーツ・文化 
複合施設、弓道場 
 

児童プール及び
テニスコート2面
までの範囲がスポ
ーツ・文化複合施
設の敷地となるた
め、これらの施設
は、工事着工後（平
成 27 年 1 月以
降）は、使用でき
なくなる。 

テニスコート、
駐車場 

 
 平成 30 年
度以降の北側
再編施設整備
完了後は、この
部分にテニス
コート（12面）
及び駐車場が
整備される。 

児童プール
相撲場 

テニス
コート

凡   都市公園法の公園管理区域 
例   都市計画法の都市公園区域（H23.11.30 変更）

体育館 相撲場、

弓道場 
駐車場
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１  等 々 力 緑 地 再 編 整 備 実 施 計 画 （ 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 策 定 ）  

緑 地 内 の 緑 と 水 、安 全 ･安 心 の 場 、動 線 の 再 整 備 、緑 地 へ の ア ク セ ス 改 善 な ど 、緑 地 全 体 の 再

整 備 の 方 向 と と も に 、 陸 上 競 技 場 や 硬 式 野 球 場 を は じ め と し た 主 要 施 設 の 整 備 の 方 向 と 配 置 、

整 備 手 順 ・ ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て と り ま と め ま し た 。  

 

２  再 編 整 備 計 画 対 象 区 域  

「 等 々 力 緑 地 再 編 整 備 実 施 計 画 」 の 対 象 区 域 は 事 業 認 可 区 域 と し て い ま す 。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
３  整 備 ス ケ ジ ュ ー ル  
 

年 度  
H25  H26 H27 H28 H29 H30 以 降  

      

陸 上 競 技 場  
 

  
   

硬 式 野 球 場  
 

 
 

   

 
じ ゃ ぶ じ ゃ ぶ

池・広場・園路 
   

  
 

 中 央 広 場     
  

 

正 面 広 場  
  

    

 
 

 
 
 

● 等々力緑地再編整備の取組 

 

 

「 公 園 と し て 拡 大 す る エ リ ア 」  

（ 面 積 6.3ha）  

下 水 処 理 施 設 建 設 中 の 上 部 エ リ ア

で あ り 、 下 水 処 理 施 設 建 設 の 進 捗 に

合 わ せ 、 工 事 に 支 障 の な い 区 域 を 、

段 階 的 に 公 園 区 域 へ 編 入 す る エ リ ア

「 現 段 階 で 公 園 と し て 公 告 し て い る

エ リ ア 」（ 面 積 36.6ha）  

都 市 公 園 区 域 と し て 供 用 が さ れ て

い る エ リ ア  

「 事 業 化 と 区 域 の あ り 方 を 検 討 す る

エ リ ア 」（ 面 積 13.5ha）  

住 宅 ・ 工 業 団 地 ・ 企 業 等 の グ ラ ウ

ン ド が 立 地 し て い る 区 域 で 、 さ ま ざ

ま な 課 題 が あ り 、 事 業 化 に は 時 間 を

要 す る こ と が 見 込 ま れ る た め 、今 後 、

事 業 化 と 区 域 の あ り 方 を 検 討 す る エ

リ ア  

 都 市 計 画 区 域  
（ 面 積 ５ ６ ． ４ ｈ ａ ）  

「 実 施 計 画 の 対 象 区 域 」  

（ 面 積 42.9ha）  

事 業 認 可 区 域  

再編整備計画期間  整備  計 画 更 新

外構第１期整備  事 業 評 価  第２期整備  設計  

設計  整備  

設計  

設計  

整備  

整備  

整備  設計  

解体 発注 

施設配置計画イメージ図  

公 園 と し て 拡 大  

す る エ リ ア  

陸 上 競 技 場  
硬 式 野 球 場  

催 し 物 広 場  

中 央 広 場  
広  場  

市 民  

ミ ュ ー ジ ア ム

と ど ろ き  

ア リ ー ナ  

運 動 広 場  

テ ニ ス コ ー ト  

ふ る さ と の 森  

花 の 散 策 路  

2 1 世 紀 の 森  

四 季 園  

多 目 的 広 場  

子 ど も の 遊 び 場  

釣  池  

補 助 競 技 場  

じ ゃ ぶ  

じ ゃ ぶ 池  

第 1 ・ 第 ２  

サ ッ カ ー 場  

園 路  

正 面 広 場  

「 陸 上 競 技 場 」  

・ 収 容 人 員 を 現 在 の 25,000 人 か ら  

35,000 人 程 度 と す る 。現 位 置 で 歩 行

者 の 通 行・待 機 ス ペ ー ス を 考 慮 し た 整

備 を 進 め る 。（ 工 事 期 間 中 も 仮 設 ス タ

ン ド を 利 用 し Ｊ リ ー グ 等 を 開 催 ）  

「 硬 式 野 球 場 」  

・収 容 人 員 を 現 在 の 4,000 人 か ら 10,000

人 程 度 と す る 。 ま た 、 位 置 を 南 東 方 向 へ 移

動 し 、 本 塁 側 を 北 東 の 向 き と す る 。  

・ 野 球 場 周 辺 の じ ゃ ぶ じ ゃ ぶ 池 、 広 場 、 園

路 、 中 央 広 場 を 整 備 す る 。  

「 正 面 広 場 」  

・ メ イ ン エ ン ト ラ ン ス と し て 、 緑 地 の 顔

と な る オ ー プ ン ス ペ ー ス の 整 備 と 共 に 、

臨 時 バ ス 停 車 ス ペ ー ス を 確 保 す る 。 ま

た 、併 せ て 周 辺 道 路 の 再 編 や 、 緑 地 外 周

道 路 の 線 形 改 良 を 実 施 す る 。  

メ イ ン ア プ ロ ー チ の 動 線  

動 線 凡 例  

多 摩 川 へ の 動 線  

硬 式 野 球 場 ・ 陸 上 競 技 場 へ の 動 線  

と ど ろ き ア リ ー ナ へ の 動 線  

み ど り の 回 遊 園 路  

歩 行 者 ア ク セ ス  

自 動 車 ア ク セ ス  

「 テ ニ ス コ ー ト 」

・ 平 成 １ ０ 年 度 の

国 体 の 開 催 に あ わ

せ 、 ク レ ー ８ 面 か

ら 、 人 工 芝 １ ０ 面

に 整 備 。  
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①再編整備期間中は、陸上競技場や野球場の整

備に伴う樹木の仮植え場や残土置き場、資材

置き場として利用する。 

②再編整備に伴い移設が必要となった多摩川管

理事務所の車庫・倉庫を暫定設置している。

③以前から、花壇（市民活動スペース）、陸上競

技場の芝生養生地として利用している。 

多摩川

市民ミュージアム 

ふるさとの森

第１サッカー場 

第２サッカー場 

駐車場 

２ 公園管理区域 

●等々力緑地再編整備計画における『公園として拡大するエリア』（約 6.3ha） 

資材 
置場 

樹木 
仮植 

残土 
置場 

多

摩

川

管

理

事

務

所

樹木仮植え場 

資材置場 
（公園管理用） 

 
花壇（市民 

活動スペース） 

芝

生

養

生

地 

臨時駐車場

工事車両の出入口 

 
 

流量調整池 
建設予定箇所 

 
 
高度処理施設 
建設予定箇所 

 『公園として拡大するエリア』の整備について  

等々力水処理センターの工事完了年度が平成３６年度（予定）となって

いることから、当該地の公園整備工事の着工は平成３６年度以降となる。

現在の「実施計画」が平成 23 年から、おおむね 10 ヵ年の整備スケジ

ュールであることから、計画の更新時期を見据えて、当該区域の土地利用

計画について具体的な検討を行う。なお、検討に際しては、少年野球場の

整備について請願が採択（平成 6 年）されていることや、議会において

もサッカー場、パークボール場、ドッグランの整備について要望があるこ

となどを踏まえて検討を行う。また、この区域は多摩川緑地との連続性を

確保するために必要な区域であり、地下に下水施設が整備されるため上部

に重量のかかる大規模な構造物を築造することが困難であることも踏ま

え、広場やグラウンドなどの整備を基本として、まとまりのある緑の空間

を創出していく。 

 
 
①水処理センター工事完了年度 平成 36 年度（予定） 

②高度処理施設及び流量調整地の整備においては、互いの建設

予定箇所を工事ヤードや残土置き場として利用する。 

③公園としての上部整備は、平成 36 年度以降となる見込みで

ある。 

④現在は、イベント時の臨時駐車場や資材置き場として暫定利

用している。 

１ 等々力水処理センター建設区域

臨時駐車場
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★ 高度処理事業の目的 

 東京湾流域別下水道整備総合計画※で定められた放流水質の達成 

★ 目標 

 （１）年次：平成36年度 

 （２）水質項目：ＣＯＤ（化学的酸素要求量）、窒素、リン 

★ 整備概要 

 ① 高度処理施設（脱窒ろ床）の新設……窒素除去 

 ② 流量調整池の新設………………………水処理センターに流入 

する下水量の時間変動 

の平均化 

③ 既存反応タンクの改造…………………窒素・リン除去 

 

※東京湾流域別下水道整備総合計画とは 

河川、海域等の公共用水域の水質環境基準（環境基本法第16条）

を達成維持するために必要な下水道の整備を最も効果的に実施する

ため、下水道法第2条の2で規定された東京湾流域に位置する自治体

の下水道事業計画の上位計画です。 

第一段階〔高度処理施設（脱窒ろ過）建設〕 第二段階〔流量調整池建設〕 

～凡例～ 

地上からの工事 

既存地下施設内の工事 

建設用地 

 将来

窒素・リン

がいっぱいだ

たくさん食べて

仲間を増やすぞ

昭和４０年代半ばの多摩川（田園都市線） 

現在の多摩川 

参考資料


